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病院前救護・医療に係る調査・研究支援事業実施要項（2023年７月４日制定）の２の（8）

に定める支援金の交付に必要な細則を以下のとおり定める。 

 

１ 支援金交付申請手続 

支援金の交付申請をしようとする者は、「調査・研究支援事業支援金交付申請書（様式

第１号）」及び「調査・研究支援事業実施計画書（様式第１号の２）」をHEM-Net理事長（以

下「理事長」という。）宛に提出するものとする。 

 

２ 支援金交付申請の審査及び交付決定 

支援金の申請があったときは、理事長は、別に定める「調査・研究支援事業支援金交付

審査委員会」（以下「審査委員会」という。）に諮り、審査結果に基づき交付の可否を決定

し、支援金交付申請をした者に対して書面により通知する。 

 

３ 支援金の交付の方法 

 支援金の交付決定額については、事業着手及び事業の進捗状況を踏まえ、概算交付（５ 

割から８割の範囲内）及び精算による交付を基本とし、その方法（金額及び支払い時期）

については、交付決定時に書面により通知する。 

 

４ 支援対象事業の完了報告 

支援金の交付を受けた者は、研究期間終了後速やかに「調査・研究支援事業完了報告書

（様式第２号）及び「調査・研究支援事業成果報告書（様式第３号）」に成果物（公表前

のものに限る。）を添えて理事長に提出しなければならない。その後、公表した場合には、

公表後の成果物を提出しなければならない。 

 

５ 支援対象事業の実施に伴う事情変更について 

(1) 支援金の交付を受けた者は、「調査・研究支援事業支援金交付申請書」に記載した研

究期間をやむを得ない事情により変更する必要が生じた場合は、速やかにその理由及

び新たな研究期間について書面をもって理事長に提出し、審査委員会の承認が得られ

たときは、その内容を記載した「調査・研究支援事業支援金交付申請書」を再提出し

て研究期間を変更することができる。 



ただし、変更する研究期間の完了日は、原則として、当初に申請した研究期間の完

了期限の１年を超えて設けることはできない。 

 

（2) 支援金の交付を受けた者は、前記４の「調査・研究支援事業完了報告書」に記載の

経費支出の状況が「調査・研究支援事業支援金交付決定通知書」に記載の交付決定額

に満たない場合で、既にHEM-Net から支払い済みの額が当該経費支出の合計額を超え

る場合にあっては、その差額分をHEM-Netに返還しなければならない。 

ただし、「調査・研究支援事業実施計画書」に記載した申請額内訳の個別費目毎の支

援金充当費については、事業実施中又は事業実施後に金額の一部増減が生じる場合も

あることから、「調査・研究支援事業実施計画書」の内容に照らして合理的範囲で理事

長が認める場合にあっては、個別費目の支出の減少によって発生した残余金額の全部

又は一部について、支援金交付決定額の総額の範囲内で個別費目間で移動し、返還を

要しないものとする。 

この場合、新たな経費の支出状況を記載した「調査・研究支援事業完了報告書」を

再提出するものとする。 

 

 

 

 



 

調査・研究支援事業支援金交付審査委員会 設置要綱 

 

2023年７月４日制定 

 

１ 委員会の設置 

病院前救護・医療に係る調査・研究支援事業支援金交付細則の2に基づき、調査・研究

支援事業支援金交付審査委員会（以下、「委員会」という。）を設置する。 

 

２ 委員会の任務 

委員会は、支援金の交付申請があった申請内容の審査を行い、審査結果を理事長に報告

することを任務とする。 

 

３ 委員会の構成 

委員会はHEM-Net理事 5名以内をもって構成する。 

 

４ 委員長 

（1）委員は互選により委員長1名を選任する。 

（2）委員長は委員会を代表し、会務を統括する。 

 

５ 庶務 

委員会の事務はHEM-Net事務局において処理する。 

 

６ 補則 

この要綱に定めるもののほか、委員会の運営その他委員会に関し必要な事項は委員長

が定める。 


